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W10a かにパルサーの巨大電波パルスに伴うＸ線超過の理論モデル
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X線望遠鏡 NICER と NICT 鹿島および JAXA 臼田の電波望遠鏡によるかにパルサーからの巨大電波パルス
の多波長同時観測の結果, 巨大電波パルスに同期したX線パルスのフラックスに対して 3.8± 0.7% の超過が発見
された (詳細は榎戸輝揚他, 寺澤敏夫他の講演). 本講演では, 巨大電波パルスに同期したX線超過に対する理論的
解釈を報告する. 最も単純な解釈の一つとして, 電波と X線の増光は放射する粒子の数の増加に起因する粒子数
増加モデルを適用する. 巨大電波パルスはコヒーレント放射, X線パルスはインコヒーレント放射であることか
ら, フラックスの粒子数依存性が異なる. この違いと観測されるX線と電波の増光率の比から, ある単一の領域で
電波とX線の放射粒子の増加率が同じと仮定した場合, 電波放射領域の大きさはX線放射領域の∼ 6× 10−4倍程
度であることがわかった. これはX線の増光が起こる位相幅がX線ピークの幅の一部に対応することとも整合的
である. この他, プラズモイド衝突モデル, 電波のサイクロトロン共鳴吸収モデルによる理論解釈も紹介する. ま
た, 高速電波バーストを系外パルサーからの巨大電波パルスと解釈した場合に対して, 今回のX線超過の検出から
得られた示唆についても議論を行う.


